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高圧進相コンデンサの採油方法 

１． コンデンサの電路を開放し、15分以上放置して電荷を放電させ、検電器などで安全を確認する。 

２． 油口キャップを取り外す。 

（キャップ下部の半田付け部を外すか、キャップをプライヤ等ではさんでもぎ取る） 

３． 油口（鉛管）先端の扁平部分をニッパや金切はさみで切り取る。 

４． 油口（鉛管）をプライヤ等で 10φ程度に丸く戻す。 

５． 開口部から 5cm 程度採油管(シリンジ、硝子管)を差し込んで採油する。 

※ 形式が違っても同じ油口構造です。 

※ 採油管をケースの天蓋から 5cm以上差し込むと、採油し難くなります。 

  注）漏油する事があるのでウエス等で周囲をカバーして下さい。 

   ふき取ったウエスは油分析結果が出るまで保管して下さい。 

６． 採油後は、油口（鉛管）先端の開口部をヤットコ、プライヤ等でつぶして封止する。 

７． 扁平にした鉛管先端を半田付け、漏油接着剤で封止する。 

  （再封止後の油口キャップの取り付けは不要です） 

    注）鉛管先端を半田付けする際は、加熱しすぎて鉛管を溶かさないよう注意して下さい。 
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【要注意】 

コンデンサは、採油を行うと再使用で

きません。 

コンデンサの含浸油は高度に真空脱気

処理された絶縁油を使用し電気絶縁性

能を保持しています。採油をしますと

吸湿、吸気のため油が劣化し長期信頼

性が損なわれ、使用できなくなります

ので注意願います。 

    


